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(57)【要約】

【課題】船体から気泡を遠ざけるのではなく、気泡の流

れ方向を偏向させることで突出寸法を小さくでき、例え

ば機関冷却水採取用の取水口への気泡の流入を防止する

ことができる流場制御装置及び流場制御方法を提供する

こと。

【解決手段】流場制御対象物および／または流場制御対

象関連物に取り付けるための取付面１１と、流体の上流

側に臨ませる頂点１２と、流体の下流側に配置されて流

体の流れを偏向させる方向に厚みを増す流れ偏向部１３

とを備えて略三角錐１０に形成され、流場に設置して流

体の流れを偏向させることを特徴とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 流 場 制 御 対 象 物 お よ び ／ ま た は 流 場 制 御 対 象 関 連 物 に 取 り 付 け る た め の 取 付 面 と 、 流 体

の 上 流 側 に 臨 ま せ る 頂 点 と 、 前 記 流 体 の 下 流 側 に 配 置 さ れ て 前 記 流 体 の 流 れ を 偏 向 さ せ る

方 向 に 厚 み を 増 す 流 れ 偏 向 部 と を 備 え て 略 三 角 錐 に 形 成 さ れ 、 流 場 に 設 置 し て 前 記 流 体 の

流 れ を 偏 向 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 流 場 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 取 付 面 が 、 前 記 頂 点 か ら 下 流 側 に 延 び る 第 １ の 稜 線 及 び 第 ２ の 稜 線 と 、 前 記 第 １ の

稜 線 の 下 流 側 端 部 と 前 記 第 ２ の 稜 線 の 下 流 側 端 部 と を 繋 ぐ 第 ３ の 稜 線 と か ら 構 成 さ れ 、 前

記 第 １ の 稜 線 の 下 流 側 端 部 を 最 大 厚 さ と し 、 前 記 第 ２ の 稜 線 と 前 記 第 ３ の 稜 線 と で 形 成 さ

れ る 内 角 を 鋭 角 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 略 三 角 錐 を 構 成 す る 角 部 の 少 な く と も 一 つ に 丸 み を 与 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 略 三 角 錐 を 構 成 す る 平 面 の 少 な く と も 一 つ を 曲 面 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 略 三 角 錐 を 構 成 す る 稜 線 お よ び 平 面 を 前 記 流 体 の 流 れ の 流 線 に 沿 わ せ た よ う に 形 成

し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 流 場 制 御 対 象 物 の 上 流 側 に 、 前 記 流 体 の 流 れ が 開 く よ う に ２ つ の 前 記 略 三 角 錐 を 対

称 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 を 複 数 個 配 置 す る こ と で 流 場 に

お け る 前 記 流 体 の 流 れ 方 向 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 流 場 制 御 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 複 数 個 の 前 記 流 場 制 御 装 置 を 前 記 流 体 の 上 流 側 か ら 下 流 側 に 順 次 配 置 し 、 前 記 流 体 の 流

れ を 誘 導 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 流 場 制 御 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 流 場 が 気 泡 混 じ り の 流 れ で あ り 、 複 数 個 の 前 記 流 場 制 御 装 置 で 前 記 気 泡 の 流 れ を 誘

導 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又 は 請 求 項 ８ に 記 載 の 流 場 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 を 、 前 記 流 体 の 流 れ に 対 し て 所

定 の 角 度 を 持 た せ て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 流 場 制 御 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 流 場 に お け る 流 体 の 流 れ 方 向 を 偏 向 す る 流 場 制 御 装 置 及 び 流 場 制 御 方 法 に 関

す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 に 船 舶 に は 、 機 関 冷 却 水 採 取 用 の 取 水 口 が 設 け ら れ て い る が 、 こ の 取 水 口 か ら 水 流

に 含 ま れ る 気 泡 が 取 り 込 ま れ る と 、 機 関 の 冷 却 効 果 が 低 下 し て し ま う た め 、 取 水 口 へ の 気

泡 吸 引 を 防 止 す る も の が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。

　 特 許 文 献 １ で は 、 取 水 口 の 外 周 前 縁 部 に 、 多 数 の 突 起 部 を 設 け て い る 。 そ し て 、 突 起 部

で 生 じ る 渦 流 に 、 水 流 に 含 ま れ て い る 気 泡 を 閉 じ こ め る こ と で 、 気 泡 が 取 水 口 に 流 入 す る

こ と な く 下 流 側 に 流 れ 去 る よ う に し て い る 。

　 ま た 、 船 尾 に 設 け ら れ た プ ロ ペ ラ に 気 泡 が 巻 き 込 ま れ る と プ ロ ペ ラ 効 率 が 低 下 す る こ と

か ら 、 船 底 に 気 泡 巻 き 込 み を 防 止 す る 隆 起 部 を 設 け る も の が あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 ２ で は 、 隆 起 部 と し て 、 前 方 が や や 低 く 後 方 が 隆 起 し 、 な だ ら か に 続 い た Ｖ 字

型 マ ウ ン ド を 船 底 に 設 け て い る 。 そ し て 、 Ｖ 字 型 マ ウ ン ド に 到 達 し た 気 泡 を 、 Ｖ 字 型 マ ウ

ン ド に よ り 船 底 か ら 離 れ る よ う に 運 動 さ せ 、 船 側 側 に 回 り 込 ま せ る こ と で 、 プ ロ ペ ラ へ の

気 泡 の 到 達 を 防 止 し て い る 。

　 こ の よ う に 、 特 許 文 献 １ に お け る 多 数 の 突 起 や 特 許 文 献 ２ に お け る Ｖ 字 型 マ ウ ン ド は 、

気 泡 を 船 体 表 面 か ら 遠 ざ け 、 ま た そ の 形 状 に 沿 っ て 案 内 す る も の で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ４ ０ ２ ７ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ４ ８ ８ ３ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し 、 船 体 か ら 気 泡 を 遠 ざ け る 方 法 で は 、 波 浪 中 な ど 実 際 の 航 行 時 に は 、 環 境 に よ っ

て は 十 分 で な い 場 合 が あ り 、 各 種 の 環 境 に も 対 応 し て 十 分 に 気 泡 を 遠 ざ け る た め に は 、 突

起 部 又 は 隆 起 部 の 高 さ 寸 法 が 大 き く な っ て し ま う 。 ま た 、 気 泡 を 船 側 側 に 回 り 込 ま せ る た

め に 船 底 の 要 部 全 体 に 亘 っ て 隆 起 部 が 必 要 と な る 。 そ し て 船 底 や 船 側 に 高 さ 寸 法 の 大 き な

、 ま た 長 大 な 突 起 部 や 隆 起 部 を 付 加 す る こ と は 、 ド ッ ク 入 り 時 だ け で な く 航 行 時 に も 障 害

物 と な っ て し ま う た め 好 ま し く な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 、 船 体 か ら 気 泡 を 遠 ざ け る の で は な く 、 気 泡 の 流 れ 方 向 を 偏 向 さ せ る こ

と で 突 出 寸 法 を 小 さ く で き 、 例 え ば 機 関 冷 却 水 採 取 用 の 取 水 口 へ の 気 泡 の 流 入 を 防 止 す る

こ と が で き る 流 場 制 御 装 置 及 び 流 場 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 請 求 項 １ 記 載 に 対 応 し た 流 場 制 御 装 置 に お い て は 、 流 場 制 御 対 象 物 お よ び ／ ま た は 流 場

制 御 対 象 関 連 物 に 取 り 付 け る た め の 取 付 面 と 、 流 体 の 上 流 側 に 臨 ま せ る 頂 点 と 、 流 体 の 下

流 側 に 配 置 さ れ て 流 体 の 流 れ を 偏 向 さ せ る 方 向 に 厚 み を 増 す 流 れ 偏 向 部 と を 備 え て 略 三 角

錐 に 形 成 さ れ 、 流 場 に 設 置 し て 流 体 の 流 れ を 偏 向 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ に 記

載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 流 場 に お け る 流 体 の 流 れ 方 向 を 任 意 に 偏 向 す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 に お い て 、 取 付 面 が 、 頂 点 か

ら 下 流 側 に 延 び る 第 １ の 稜 線 及 び 第 ２ の 稜 線 と 、 第 １ の 稜 線 の 下 流 側 端 部 と 第 ２ の 稜 線 の

下 流 側 端 部 と を 繋 ぐ 第 ３ の 稜 線 と か ら 構 成 さ れ 、 第 １ の 稜 線 の 下 流 側 端 部 を 最 大 厚 さ と し

、 第 ２ の 稜 線 と 第 ３ の 稜 線 と で 形 成 さ れ る 内 角 を 鋭 角 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求

項 ２ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 略 三 角 錐 の 最 下 流 側 を 鋭 角 と す る こ と で 流 体 の 偏 向 効 果 を

増 加 さ せ る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 に お い て 、 略 三

角 錐 を 構 成 す る 角 部 の 少 な く と も 一 つ に 丸 み を 与 え た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ３ に 記 載

の 本 発 明 に よ れ ば 、 角 部 に 丸 み を 与 え る こ と で 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 に お

い て 、 略 三 角 錐 を 構 成 す る 平 面 の 少 な く と も 一 つ を 曲 面 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請

求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 平 面 を 曲 面 と す る こ と で 流 線 に 沿 わ せ る こ と が 可 能 と な

り 、 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 に お い て 、 略 三

角 錐 を 構 成 す る 稜 線 お よ び 平 面 を 流 体 の 流 れ の 流 線 に 沿 わ せ た よ う に 形 成 し た こ と を 特 徴

と す る 。 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 稜 線 お よ び 平 面 を 流 体 の 流 れ の 流 線 に 沿 わ せ

た よ う に 形 成 す る こ と で 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 に お
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い て 、 流 場 制 御 対 象 物 の 上 流 側 に 、 流 体 の 流 れ が 開 く よ う に ２ つ の 略 三 角 錐 を 対 称 に 配 置

し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ６ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 流 体 の 流 れ を 誘 導 す る こ と が

で き 、 例 え ば 船 体 に 設 け ら れ る 機 関 冷 却 水 採 取 用 の 取 水 口 の よ う な 流 場 制 御 対 象 物 へ の 気

泡 混 入 防 止 な ど を 行 う こ と が で き る 。

　 請 求 項 ７ 記 載 に 対 応 し た 流 場 制 御 方 法 に お い て は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に

記 載 の 流 場 制 御 装 置 を 複 数 個 配 置 す る こ と で 流 場 に お け る 流 体 の 流 れ 方 向 を 制 御 す る こ と

を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ７ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 個 の 流 場 制 御 装 置 を 用 い る こ と で

、 流 体 の 流 れ を 複 数 の 方 向 に 偏 向 す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 流 場 制 御 方 法 に お い て 、 複 数 個 の 流 場 制 御

装 置 を 流 体 の 上 流 側 か ら 下 流 側 に 順 次 配 置 し 、 流 体 の 流 れ を 誘 導 す る こ と を 特 徴 と す る 。

請 求 項 ８ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 上 流 か ら 下 流 に 流 れ る 流 体 の 流 れ を 複 数 の 方 向 に 偏 向

し 、 又 は 一 方 向 に 流 れ る よ う に 規 制 す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ７ 又 は 請 求 項 ８ に 記 載 の 流 場 制 御 方 法 に お い て 、 流 場

が 気 泡 混 じ り の 流 れ で あ り 、 複 数 個 の 流 場 制 御 装 置 で 気 泡 の 流 れ を 誘 導 す る こ と を 特 徴 と

す る 。 請 求 項 ９ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 気 泡 の 流 れ を 誘 導 す る こ と で 、 流 場 制 御 対 象 物

か ら 気 泡 を 遠 ざ け た り 、 又 は 流 場 制 御 対 象 物 に 気 泡 を 集 め た り す る こ と が で き る 。

　 請 求 項 １ ０ 記 載 に 対 応 し た 流 場 制 御 方 法 に お い て は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か

に 記 載 の 流 場 制 御 装 置 を 、 流 体 の 流 れ に 対 し て 所 定 の 角 度 を 持 た せ て 配 置 し た こ と を 特 徴

と す る 。 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 一 定 形 状 の 流 場 制 御 装 置 で あ っ て も 、 流 体

の 流 れ に 対 し て 角 度 を 持 た せ て 配 置 す る こ と で 、 偏 向 効 果 を 異 な ら せ る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 流 場 制 御 装 置 に よ れ ば 、 流 場 に お け る 流 体 の 流 れ 方 向 を 任 意 に 偏 向 す る こ と が

で き る 。

　 な お 、 取 付 面 が 、 頂 点 か ら 下 流 側 に 延 び る 第 １ の 稜 線 及 び 第 ２ の 稜 線 と 、 第 １ の 稜 線 の

下 流 側 端 部 と 第 ２ の 稜 線 の 下 流 側 端 部 と を 繋 ぐ 第 ３ の 稜 線 と か ら 構 成 さ れ 、 第 １ の 稜 線 の

下 流 側 端 部 を 最 大 厚 さ と し 、 第 ２ の 稜 線 と 第 ３ の 稜 線 と で 形 成 さ れ る 内 角 を 鋭 角 で 構 成 し

た 場 合 に は 、 流 体 の 偏 向 効 果 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。

　 ま た 、 略 三 角 錐 を 構 成 す る 角 部 に 丸 み を 与 え た 場 合 に は 、 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で

き 、 ま た 例 え ば 、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン の 発 生 や 角 部 の 摩 耗 を 防 止 で き る 。

　 ま た 、 略 三 角 錐 を 構 成 す る 平 面 を 曲 面 と し た 場 合 に は 、 流 線 に 沿 わ せ る こ と が 可 能 と な

り 、 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き 、 ま た 例 え ば 、 取 付 面 が 曲 面 の 場 合 に こ の 曲 面 に 合 わ

せ る こ と が 可 能 と な る 。

　 ま た 、 略 三 角 錐 を 構 成 す る 稜 線 お よ び 平 面 を 流 体 の 流 れ の 流 線 に 沿 わ せ た よ う に 形 成 し

た 場 合 に は 、 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 流 場 制 御 対 象 物 の 上 流 側 に 、 流 体 の 流 れ が 開 く よ う に ２ つ の 略 三 角 錐 を 対 称 に 配

置 し た 場 合 に は 、 流 体 の 流 れ を 誘 導 す る こ と が で き 、 例 え ば 船 体 に 設 け ら れ る 機 関 冷 却 水

採 取 用 の 取 水 口 の よ う な 流 場 制 御 対 象 物 へ の 気 泡 混 入 防 止 な ど を 行 う こ と が で き る 。

　 ま た 、 本 発 明 の 流 場 制 御 方 法 に よ れ ば 、 流 場 制 御 装 置 を 複 数 個 配 置 す る こ と で 流 場 に お

け る 流 体 の 流 れ 方 向 を 制 御 す る こ と で 、 流 体 の 流 れ を 複 数 の 方 向 に 偏 向 す る こ と が で き る

。

　 ま た 、 複 数 個 の 流 場 制 御 装 置 を 流 体 の 上 流 側 か ら 下 流 側 に 順 次 配 置 し 、 流 体 の 流 れ を 誘

導 す る 場 合 に は 、 上 流 か ら 下 流 に 流 れ る 流 体 の 流 れ を 複 数 の 方 向 に 偏 向 し た り 、 一 方 向 に

流 れ る よ う に 規 制 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 複 数 個 の 流 場 制 御 装 置 で 気 泡 の 流 れ を 誘 導 す る 場 合 に は 、 流 場 制 御 対 象 物 か ら 気

泡 を 遠 ざ け た り 、 又 は 流 場 制 御 対 象 物 に 気 泡 を 集 め た り す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 本 発 明 の 流 場 制 御 方 法 に よ れ ば 、 流 場 制 御 装 置 を 、 流 体 の 流 れ に 対 し て 所 定 の 角

度 を 持 た せ て 配 置 し た こ と で 、 一 定 形 状 の 流 場 制 御 装 置 で あ っ て も 、 偏 向 効 果 を 異 な ら せ

る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 の 斜 視 図

【 図 ２ 】 図 １ の Ａ 方 向 矢 視 図

【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ 方 向 矢 視 図

【 図 ４ 】 図 １ の Ｃ 方 向 矢 視 図

【 図 ５ 】 同 流 場 制 御 装 置 で の 流 体 の 流 れ を 示 す 説 明 図

【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 を 備 え た 船 舶 の 側 面 図

【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 を 備 え た 船 舶 の 底 面 図

【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 を 船 側 用 取 水 口 に 設 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図

【 図 ９ 】 図 ８ と は 異 な る 方 向 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 の 斜 視 図

【 図 １ ０ 】 図 ８ と は 更 に 異 な る 方 向 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 の 要 部 斜 視 図

【 図 １ １ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 を 船 底 用 取 水 口 に 設 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 を 船 体 の 船 側 に 設 け た 状 態 を 示 す

説 明 図

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 を 船 体 の 船 底 に 設 け た 状 態 を 示 す

説 明 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ 方 向 矢 視 図 、 図 ３ は 図

１ の Ｂ 方 向 矢 視 図 、 図 ４ は 図 １ の Ｃ 方 向 矢 視 図 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 で は 、 ２ つ の 略 三 角 錐 １ ０ を 対 称 に 配 置 し た も の を 示 し

て い る 。 な お 、 １ つ の 略 三 角 錐 １ ０ に よ っ て 流 場 制 御 装 置 を 構 成 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 略 三 角 錐 １ ０ は 、 流 場 制 御 対 象 物 ま た は 流 場 制 御 対 象 関 連 物 に 取 り 付 け る た め の 取 付 面

１ １ と 、 流 体 の 上 流 側 に 臨 ま せ る 頂 点 １ ２ と 、 流 体 の 下 流 側 に 配 置 さ れ て 流 体 の 流 れ を 偏

向 さ せ る 方 向 に 厚 み を 増 す 流 れ 偏 向 部 １ ３ と を 備 え て い る 。

　 取 付 面 １ １ は 、 頂 点 １ ２ か ら 下 流 側 に 延 び る 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ 及 び 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ と

、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ の 下 流 側 端 部 と 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ の 下 流 側 端 部 と を 繋 ぐ 第 ３ の 稜 線 １

４ ｃ と か ら 構 成 さ れ て い る 。

　 偏 向 面 １ ５ は 、 頂 点 １ ２ か ら 下 流 側 に 延 び る 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ 及 び 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ と

、 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ の 下 流 側 端 部 と 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ の 下 流 側 端 部 と を 繋 ぐ 第 ５ の 稜 線 １

４ ｅ と か ら 構 成 さ れ て い る 。

　 底 面 １ ６ は 、 第 ３ の 稜 線 １ ４ ｃ 、 第 ５ の 稜 線 １ ４ ｅ 、 及 び 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ の 下 流 側 端

部 と 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ の 下 流 側 端 部 と を 繋 ぐ 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ と か ら 構 成 さ れ て い る 。

　 側 面 １ ７ は 、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ 、 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ 、 及 び 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ と か ら 構 成

さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 流 れ 偏 向 部 １ ３ は 、 偏 向 面 １ ５ 、 底 面 １ ６ 、 及 び 側 面 １ ７ と か ら 構 成 さ れ 、 流 れ 偏 向 部

１ ３ と 取 付 面 １ １ と に よ っ て 略 三 角 錐 １ ０ が 形 成 さ れ 、 略 三 角 錐 １ ０ は 流 体 の 上 流 側 に 頂

点 １ ２ を 臨 ま せ る こ と で 流 場 制 御 装 置 を 構 成 す る 。

　 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ （ 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ ） の 下 流 側 端 部 が 取 付 面 １ １ に 対 す る 最 大 厚 さ と

な り 、 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ の 長 さ が こ の 最 大 厚 さ と な る 。

　 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ と 第 ３ の 稜 線 １ ４ ｃ （ 第 ５ の 稜 線 １ ４ ｅ ） と で 形 成 さ れ る 内 角 ａ を 鋭

角 で 構 成 し て い る 。

　 こ の 内 角 aは 、 用 途 に 応 じ て 直 角 あ る い は 鈍 角 に す る こ と も で き る が 、 鋭 角 で 構 成 し た

方 が 、 流 れ を 変 更 さ せ る 効 果 が 大 き い 。 な お 、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ と 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ の 成

す 角 度 、 ま た 第 ３ の 稜 線 １ ４ ｃ と 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ の 成 す 角 度 は 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い

て は 直 角 と し て い る が 、 用 途 に 応 じ て 任 意 の 角 度 が 選 択 で き る 。 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ と 第 ６

の 稜 線 １ ４ ｆ の 成 す 角 度 を 鈍 角 と し た 場 合 は 、 偏 向 後 の 流 れ を 取 付 面 １ １ の 取 り 付 け ら れ
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る 流 場 制 御 対 象 物 や 流 場 制 御 対 象 関 連 物 の 方 向 に 近 づ け る こ と が で き 、 鋭 角 と し た 場 合 は

遠 ざ け る こ と が で き る 。 第 ３ の 稜 線 １ ４ ｃ と 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ の 成 す 角 度 を 鈍 角 と し た 場

合 は 、 流 れ の 偏 向 を さ ら に 高 め 、 鋭 角 と し た 場 合 は 流 れ の 偏 向 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ５ は 同 流 場 制 御 装 置 で の 流 体 の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。

　 図 ５ で は 、 吸 水 口 開 口 部 ２ ０ を 流 場 制 御 対 象 物 と し て 同 流 場 制 御 装 置 を 設 置 し た 場 合 を

示 し て い る 。

　 同 図 に 示 す よ う に 、 吸 水 口 開 口 部 ２ ０ の 上 流 側 に 、 流 体 の 流 れ が 開 く よ う に ２ つ の 略 三

角 錐 １ ０ を 対 称 に 配 置 し て い る 。 略 三 角 錐 １ ０ は 、 頂 点 １ ２ を 流 体 の 上 流 側 に 臨 ま せ 、 第

２ の 稜 線 １ ４ ｂ の 延 長 線 が 吸 水 口 開 口 部 ２ ０ を 二 等 分 し 、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ （ 第 ４ の 稜 線

１ ４ ｄ ） の 延 長 線 が 吸 水 口 開 口 部 ２ ０ を 通 ら な い よ う に 配 置 し て い る 。 ま た 、 ２ つ の 略 三

角 錐 １ ０ の 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ の 間 の 長 さ ｂ は 、 吸 水 口 開 口 部 ２ ０ の 高 さ 寸 法 ｈ よ り も 大 き

い 。

　 同 図 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 流 体 は 、 頂 点 １ ２ か ら 吸 水 口 開 口 部 ２ ０ に 向 か う に し た が い

第 １ の 稜 線 １ ４ ａ （ 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ ） に 沿 っ た 流 れ に 偏 向 さ れ 、 吸 水 口 開 口 部 ２ ０ の 側

方 を 通 過 す る よ う に 流 れ る 。 そ し て 、 流 場 に 気 泡 が 混 じ っ て い る 場 合 に は 、 気 泡 は 流 体 と

と も に 同 図 矢 印 で 示 す 流 れ と な る た め 、 気 泡 が 吸 水 口 開 口 部 ２ ０ に 入 り 込 む こ と が な い 。

　 ま た 、 流 体 の 流 れ が 開 く よ う に ２ つ の 略 三 角 錐 １ ０ が 対 称 に 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 流

体 の 流 入 方 向 に 変 動 が 生 じ て も 、 流 体 の 流 れ を 誘 導 し 流 れ の 偏 向 効 果 を 損 な う こ と が 軽 減

さ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 流 場 制 御 装 置 を 船 舶 の 機 関 冷 却 水 採 取 用 の 取 水 口 に 適 用 し た 実 施 形 態

に つ い て 説 明 す る 。

　 図 ６ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 を 備 え た 船 舶 の 側 面 図 、 図 ７ は 本 発

明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 を 備 え た 船 舶 の 底 面 図 で あ る 。

　 図 に 示 す よ う に 、 船 舶 ３ ０ の 船 体 後 部 に は 、 喫 水 線 よ り 下 方 の 船 側 面 に 設 け た 船 側 用 取

水 口 ２ １ と 、 船 底 面 に 設 け た 船 底 用 取 水 口 ２ ２ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ８ か ら 図 １ ０ は 、 船 側 用 取 水 口 に 設 け た 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 の 斜 視 図

で あ る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 船 側 用 取 水 口 ２ １ を 流 場 制 御 対 象 物 と し 、 船 体 を 流 場 制 御 対 象 関 連 物

と し て 同 流 場 制 御 装 置 を 船 体 に 設 置 し た 場 合 を 示 し て い る 。

　 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 は 、 船 側 用 取 水 口 ２ １ の 上 流 側 に 、 流 体 の 流 れ が 開 く よ

う に ２ つ の 略 三 角 錐 １ ０ を 対 称 に 配 置 し て い る 。 な お 、 ２ つ の 略 三 角 錐 １ ０ の 間 は 所 定 寸

法 離 し て 設 け て い る 。 こ の 略 三 角 錐 １ ０ の 間 は 、 流 速 や 流 れ の ベ ク ト ル に も よ る が 、 一 定

の 寸 法 以 内 で あ れ ば 、 流 体 の 流 れ に 対 し て 偏 向 効 果 は 落 ち な い 。 略 三 角 錐 １ ０ は 、 頂 点 １

２ を 流 体 の 上 流 側 と な る 船 首 側 に 臨 ま せ 、 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ の 延 長 線 が 船 側 用 取 水 口 ２ １

の 中 間 高 さ に 位 置 し 、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ （ 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ ） の 延 長 線 が 船 側 用 取 水 口 ２

１ を 通 ら な い よ う に 配 置 し て い る 。 ま た 、 ２ つ の 略 三 角 錐 １ ０ の 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ の 間 の

長 さ ｂ は 、 船 側 用 取 水 口 ２ １ の 高 さ 寸 法 ｈ よ り も 大 き い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 船 側 用 取 水 口 ２ １ の 開 口 部 周 縁 に は 補 強 部 ２ ０ ａ が 形 成 さ れ 、 略 三 角 錐 １ ０ は 、 第 ２ の

稜 線 １ ４ ｂ の 下 流 側 端 部 が 補 強 部 ２ ０ ａ に ほ ぼ 当 接 す る 位 置 に 設 け て い る 。 水 の 流 れ は 、

頂 点 １ ２ か ら 船 側 用 取 水 口 ２ １ に 向 か う に し た が い 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ （ 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ

） に 沿 っ た 流 れ に 偏 向 さ れ 、 船 側 用 取 水 口 ２ １ の 側 方 を 通 過 す る よ う に 流 れ る 。 そ し て 、

流 場 に 気 泡 が 混 じ っ て い る 場 合 に は 、 こ の 流 れ の 偏 向 効 果 に よ り 気 泡 が 船 側 用 取 水 口 ２ １

に 入 り 込 む こ と が 防 止 さ れ る 。

　 ま た 船 側 用 取 水 口 ２ １ の 船 体 内 に は 、 船 側 用 取 水 口 ２ １ よ り も 広 い 空 間 ２ ０ ｂ が 形 成 さ

れ 、 船 側 用 取 水 口 ２ １ の 上 方 に は 空 間 ２ ０ ｂ に 連 通 す る 気 体 抜 き 孔 ２ ０ ｃ が 設 け ら れ て い

る 。 気 体 抜 き 孔 ２ ０ ｃ の 上 流 側 に は 、 気 体 抜 き 孔 ２ ０ ｃ の 高 さ 方 向 寸 法 よ り 幅 の 広 い 突 起
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部 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 万 が 一 、 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 に よ っ て も 避

け ら れ ず に 、 船 側 用 取 水 口 ２ １ か ら 入 り 込 ん だ 気 体 は 、 空 間 ２ ０ ｂ の 上 方 に 集 ま り 、 三 角

錐 状 の 突 起 部 ４ ０ に よ っ て 流 れ が 加 速 さ れ 、 気 体 抜 き 孔 ２ ０ ｃ が 減 圧 さ れ る こ と で 船 体 外

に 導 出 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 は 、 矢 印 で 示 す 流 体 の 流 れ に 対 し て

所 定 の 角 度 ｃ を 持 た せ て 配 置 し て い る 。

　 図 ６ に 示 す 船 側 用 取 水 口 ２ １ で は 、 船 首 側 か ら 船 尾 側 に 向 か っ て や や 上 向 き の 流 れ が 生

じ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 所 定 の 角 度 ｃ を 持 た せ て 配 置 す る こ と で 、 船 首 側 か ら 船 尾 側

に 向 か っ て や や 上 向 き の 流 線 方 向 に 合 わ せ る こ と が で き る 。

　 こ の よ う に 、 流 体 の 流 れ に 対 し て 所 定 の 角 度 を 持 た せ て 配 置 す る こ と で 、 例 え ば 既 成 品

の 略 三 角 錐 を 使 用 す る 場 合 に も 、 所 定 の 偏 向 を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 略 三 角 錐 の

形 状 が 決 ま っ て い る た め に 偏 向 が 十 分 で 無 い 場 合 に は 、 流 体 の 流 れ に 対 し て 所 定 の 角 度 を

持 た せ て 配 置 す る こ と で 所 定 の 流 れ の 偏 向 効 果 を 持 た せ る こ と が で き 、 逆 に 偏 向 し 過 ぎ る

よ う な 場 合 に は 、 流 線 方 向 に 対 す る 角 度 を 調 整 し て 配 置 す る こ と で 所 定 の 偏 向 と す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 特 に 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 で は 、 第 ３ の 稜 線 １ ４ ｃ

は 船 体 に 沿 っ た 曲 線 で 構 成 し て い る 。

　 ま た 、 特 に 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 で は 、 第 １ の 稜 線 １ ４

ａ は 船 体 に 沿 っ た 曲 線 で 構 成 し て い る 。

　 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 で は 、 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ に つ い て も 船 体 に 沿 っ た 曲 線 で

構 成 し て お り 、 取 付 面 １ １ は 船 体 に 沿 っ た 曲 面 で 構 成 し て い る 。 従 っ て 、 取 付 面 １ １ が 曲

面 を 成 す 船 体 で あ っ て も 、 こ の 曲 面 に 合 わ せ て 配 置 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 な お 、 略 三 角 錐 １ ０ は 鋼 板 を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ 、 船 体 に 溶 接 し て 取 り 付 け ら れ 、 船

体 と 同 一 の 塗 装 が 施 さ れ て い る 。 こ の 溶 接 の 観 点 か ら も 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 頂 点 １ ２

は 若 干 角 を 落 と し た も の が 好 ま し い 。

　 更 に 、 頂 点 １ ２ に 丸 み を 与 え た 場 合 は 、 流 体 抵 抗 を 低 減 し 、 鋭 い 端 部 に 起 因 し た キ ャ ビ

テ ー シ ョ ン の 発 生 や 角 部 自 身 の 摩 耗 を 防 止 で き る 。

　 な お 、 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ 、 第 ５ の 稜 線 １ ４ ｅ 、 及 び 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ を 曲 線 で 構 成 し 、

偏 向 面 １ ５ 及 び 側 面 １ ７ を 曲 面 で 構 成 す る こ と で 、 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。 そ

し て 、 特 に 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ 、 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ 、 及 び 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ に つ い て は 流 体

の 流 れ の 流 線 に 沿 わ せ た 曲 線 と し 、 偏 向 面 １ ５ 及 び 側 面 １ ７ に つ い て は 流 体 の 流 れ の 流 線

に 沿 わ せ た 曲 面 と す る こ と が 流 体 抵 抗 を 低 減 す る 上 で 好 ま し い 。 こ の 流 体 抵 抗 を 低 減 す る

こ と を 通 じ 、 振 動 、 騒 音 や キ ャ ビ テ ー シ ョ ン の 発 生 の 防 止 、 塗 装 の 摩 耗 の 低 減 、 ま た 淀 み

点 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 の 抑 制 等 が 図 れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ １ は 、 船 底 用 取 水 口 に 設 け た 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 船 底 用 取 水 口 ２ ２ を 流 場 制 御 対 象 物 と し 、 船 体 を 流 場 制 御 対 象 関 連 物

と し て 同 流 場 制 御 装 置 を 船 体 に 設 置 し た 場 合 を 示 し て い る 。 船 底 用 取 水 口 ２ ２ の 取 付 面 １

１ は 略 平 面 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 は 、 船 底 用 取 水 口 ２ ２ の 上 流 側 に 、 流 体 の 流 れ が 開 く よ

う に ２ つ の 略 三 角 錐 １ ０ を 対 称 に 配 置 し て い る 。 な お 、 ２ つ の 略 三 角 錐 １ ０ の 間 は 所 定 寸

法 離 し て 設 け て い る 。 略 三 角 錐 １ ０ は 、 頂 点 １ ２ を 流 体 の 上 流 側 と な る 船 首 側 に 臨 ま せ 、

第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ の 延 長 線 が 船 底 用 取 水 口 ２ ２ の 中 央 部 に 位 置 し 、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ （ 第

４ の 稜 線 １ ４ ｄ ） の 延 長 線 が 船 底 用 取 水 口 ２ ２ を 通 ら な い よ う に 配 置 し て い る 。 ま た 、 ２

つ の 略 三 角 錐 １ ０ の 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ の 間 の 長 さ ｂ は 、 船 底 用 取 水 口 ２ ２ の 高 さ 寸 法 ｈ よ

り も 大 き い 。

　 船 底 用 取 水 口 ２ ２ の 開 口 部 周 縁 に は 補 強 部 ２ ０ ａ が 形 成 さ れ 、 略 三 角 錐 １ ０ は 、 第 ２ の
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稜 線 １ ４ ｂ の 下 流 側 端 部 が 補 強 部 ２ ０ ａ に ほ ぼ 当 接 す る 位 置 に 設 け て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 で は 、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ 、 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ 、 及 び 第 ３

の 稜 線 １ ４ ｃ は 船 体 に 沿 っ た 曲 線 で 構 成 し 、 取 付 面 １ １ は 船 底 に 沿 っ た 平 面 で 構 成 し て い

る 。

　 な お 、 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ 、 第 ５ の 稜 線 １ ４ ｅ 、 及 び 第 ６ の 稜 線 １ ４ ｆ を 曲 線 で 構 成 し 、

偏 向 面 １ ５ 及 び 側 面 １ ７ を 曲 面 で 構 成 す る こ と で 、 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と 等 が で き る 。

そ し て 、 特 に 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ 、 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ 、 及 び 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ に つ い て は 流

体 の 流 れ の 流 線 に 沿 わ せ た 曲 線 と し 、 偏 向 面 １ ５ 及 び 側 面 １ ７ に つ い て は 流 体 の 流 れ の 流

線 に 沿 わ せ た 曲 面 と す る こ と が 流 体 抵 抗 を 低 減 す る 等 の 上 で 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 １ ２ は 、 船 体 の 船 側 に 設 け た 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 本 実

施 形 態 で は 、 船 体 の 船 側 ３ １ を 流 場 制 御 対 象 物 と し て 流 場 制 御 装 置 を 船 側 ３ １ に 設 置 し た

場 合 を 示 し て い る 。

　 こ の 場 合 の 船 体 の 船 側 ３ １ は 、 曲 面 で 構 成 さ れ た 船 側 ３ １ の 表 面 を 流 れ る 流 体 の 流 線 が

、 図 １ ２ に 示 す よ う に 曲 線 を 描 い て い る 場 所 で あ る 。

　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 略 三 角 錐 １ ０ の 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ 、 第 ４ の 稜 線 １ ４ ｄ を 、 こ

の 流 線 に 沿 っ た 曲 線 で 構 成 し て い る 。 例 え ば 、 プ ロ ペ ラ （ 図 示 せ ず ） へ の 水 の 流 れ を 変 え

、 プ ロ ペ ラ 効 率 を 向 上 さ せ た い 場 合 等 に 、 こ の 稜 線 １ ４ ａ 、 稜 線 １ ４ ｄ を 流 線 に 沿 っ た 曲

線 で 構 成 す る こ と は 有 効 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 １ ３ は 、 船 体 の 船 底 に 設 け た 第 ５ の 実 施 形 態 に よ る 流 場 制 御 装 置 の 説 明 図 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 は 、 船 底 に 気 泡 を 流 し て 摩 擦 抵 抗 を 低 減 す る 空 気 潤 滑 法 に 適 用 し た 例 で あ っ

て 、 船 体 の 船 底 ３ ２ を 流 場 制 御 対 象 物 と し て 流 場 制 御 装 置 を 船 底 ３ ２ に 設 置 し た 場 合 を 示

し て い る 。

　 船 体 の 船 首 側 に は 、 気 泡 発 生 装 置 ５ ０ を 設 け て お り 、 気 泡 発 生 装 置 ５ ０ は 多 数 の 気 泡 ５

１ を 発 生 さ せ て い る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 船 底 ３ ２ に 、 複 数 個 の 略 三 角 錐 １ ０ を 流 体 の 上 流 側 と な る 船 首 側 か ら

下 流 側 と な る 船 尾 側 に 左 右 対 称 に 複 数 段 に 渡 っ て 順 次 配 置 す る こ と で 、 流 場 に お け る 流 体

の 流 れ 方 向 を 制 御 し 、 気 泡 ５ １ の 流 れ を 誘 導 し て い る 。 こ の 場 合 、 気 泡 の 流 れ を 船 底 ３ ２

外 に 逃 が さ な い よ う に 、 略 三 角 錐 １ ０ の 最 大 厚 さ 側 が 内 側 に 向 い て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 な お 、 上 記 の 各 実 施 形 態 に お い て 、 略 三 角 錐 １ ０ を 構 成 す る 角 部 の 少 な く と も 一 つ に 丸

み を 与 え て も よ い 。 角 部 に 丸 み を 与 え る こ と で 流 体 抵 抗 を 低 減 し 、 鋭 い 端 部 に 起 因 し た キ

ャ ビ テ ー シ ョ ン の 発 生 や 角 部 自 身 の 摩 耗 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 以 上 の よ う に こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 流 場 制 御 対 象 物 や 流 場 制 御 対 象 関 連 物 に 取 り

付 け る た め の 取 付 面 １ １ と 、 流 体 の 上 流 側 に 臨 ま せ る 頂 点 １ ２ と 、 流 体 の 下 流 側 に 配 置 さ

れ て 流 体 の 流 れ を 偏 向 さ せ る 方 向 に 厚 み を 増 す 流 れ 偏 向 部 １ ３ と を 備 え て 略 三 角 錐 １ ０ に

形 成 す る こ と で 、 流 場 に お け る 流 体 の 流 れ 方 向 を 任 意 に 偏 向 す る こ と が で き る 。

　 ま た こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 取 付 面 １ １ が 、 頂 点 か ら 下 流 側 に 延 び る 第 １ の 稜 線 １

４ ａ 及 び 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ と 、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ の 下 流 側 端 部 と 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ の 下 流

側 端 部 と を 繋 ぐ 第 ３ の 稜 線 １ ４ ｃ と か ら 構 成 さ れ 、 第 １ の 稜 線 １ ４ ａ の 下 流 側 端 部 を 最 大

厚 さ と し 、 第 ２ の 稜 線 １ ４ ｂ と 第 ３ の 稜 線 １ ４ ｃ と で 形 成 さ れ る 内 角 ａ を 鋭 角 で 構 成 し た

こ と で 流 体 の 偏 向 効 果 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 略 三 角 錐 １ ０ を 構 成 す る 平 面 の 少 な く と も 一 つ を 曲 面

で 構 成 し た こ と で 、 流 線 に 沿 わ せ る こ と が 可 能 と な り 、 流 体 抵 抗 を 低 減 す る こ と 、 振 動 、

騒 音 や キ ャ ビ テ ー シ ョ ン の 防 止 、 塗 装 の 摩 耗 の 低 減 、 ま た 海 洋 生 物 の 付 着 の 抑 制 等 が 図 れ

る 。

　 ま た 、 取 付 面 １ １ が 曲 面 を 成 し て い て も 、 こ の 曲 面 に 合 わ せ て 略 三 角 錐 １ ０ を 配 置 す る
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こ と が 可 能 と な る 。

　 ま た こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 略 三 角 錐 １ ０ を 構 成 す る 稜 線 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｄ

や 偏 向 面 １ ５ 及 び 側 面 １ ７ を 流 体 の 流 れ の 流 線 に 沿 わ せ た よ う に 形 成 し た こ と で 流 体 抵 抗

を 低 減 さ せ 、 流 れ の 流 線 が 曲 が っ た プ ロ ペ ラ 近 傍 の 伴 流 分 布 の 制 御 や 、 船 首 付 近 で の 剥 離

渦 の 防 止 等 に 利 用 す る こ と が で き る 。

　 ま た こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 流 場 制 御 対 象 物 の 上 流 側 に 、 流 体 の 流 れ が 開 く よ う に

２ つ の 略 三 角 錐 １ ０ を 対 称 に 配 置 し た こ と で 、 船 側 用 取 水 口 ２ １ や 船 底 用 取 水 口 ２ ２ へ の

気 泡 混 入 防 止 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 流 体 の 流 入 方 向 に 変 動 が 生 じ て も 、 流 体 の 流 れ

を 誘 導 し 流 れ の 偏 向 効 果 を 損 な う こ と が 軽 減 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 略 三 角 錐 １ ０ を 複 数 個 配 置 す る こ と で 流 体 の 流 れ を 複

数 の 方 向 に 偏 向 す る こ と が で き る 。

　 ま た こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 複 数 個 の 略 三 角 錐 １ ０ を 流 体 の 上 流 側 か ら 下 流 側 に 順

次 配 置 し 、 流 体 の 流 れ を 誘 導 す る こ と で 、 上 流 か ら 下 流 に 流 れ る 流 体 の 流 れ を 複 数 の 方 向

に 偏 向 し 、 又 は 一 方 向 に 流 れ る よ う に 規 制 す る こ と が で き る 。

　 ま た こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 流 場 が 気 泡 混 じ り の 流 れ で あ り 、 複 数 個 の 略 三 角 錐 １

０ で 気 泡 の 流 れ を 誘 導 す る こ と で 、 船 体 か ら 気 泡 を 遠 ざ け た り 、 又 は 船 体 に 気 泡 を 集 め た

り す る こ と が で き る 。

　 ま た こ れ ら の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 略 三 角 錐 ３ ０ を 、 流 体 の 流 れ に 対 し て 所 定 の 角 度 ｃ を

持 た せ て 配 置 し た こ と で 、 偏 向 効 果 を 異 な ら せ る こ と が で き る 。 ま た 、 略 三 角 錐 ３ ０ の 形

状 が 決 ま っ て い る 場 合 、 流 線 方 向 に 対 す る 角 度 を 調 整 し て 配 置 す る こ と に よ り 、 所 定 の 偏

向 を 得 る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 は 、 船 舶 の 船 側 や 船 底 に お け る 流 体 の 流 れ 方 向 を 偏 向 す る こ と を は じ め 、 流 体 の

種 類 を 問 わ ず 広 く 流 れ 場 の 制 御 に 利 用 で き る が 、 例 え ば 、 気 泡 の 取 水 口 か ら の 入 り 込 み 防

止 、 船 底 外 側 へ の 気 泡 の 逃 げ 防 止 、 船 尾 付 近 で の 伴 流 分 布 の 制 御 、 船 首 付 近 で の 剥 離 渦 の

防 止 、 及 び 剥 離 に よ る 流 場 の 変 動 に よ る 振 動 や 騒 音 の 発 生 防 止 に 利 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 １ ０ 　 略 三 角 錐

　 １ １ 　 取 付 面

　 １ ２ 　 頂 点

　 １ ３ 　 流 れ 偏 向 部

　 １ ４ ａ 　 第 １ の 稜 線

　 １ ４ ｂ 　 第 ２ の 稜 線

　 １ ４ ｃ 　 第 ３ の 稜 線

　 １ ４ ｄ 　 第 ４ の 稜 線

　 １ ４ ｅ 　 第 ５ の 稜 線

　 １ ４ ｆ 　 第 ６ の 稜 線

　 １ ５ 　 偏 向 面

　 １ ６ 　 底 面

　 １ ７ 　 側 面

　 ２ ０ 　 吸 水 口 開 口 部

　 ２ １ 　 船 側 用 取 水 口

　 ２ ２ 　 船 底 用 取 水 口

10

20

30

40



(10) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 １ 】



(11) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 ２ 】



(12) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 ３ 】



(13) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 ４ 】



(14) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 ５ 】



(15) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 ６ 】



(16) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 ７ 】



(17) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 ８ 】



(18) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 ９ 】



(19) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 １ ０ 】



(20) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 １ １ 】



(21) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 １ ２ 】



(22) JP  2011-225140  A   2011.11.10

【 図 １ ３ 】



(23) JP  2011-225140  A   2011.11.10

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　川島　英幹

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人　海上技術安全研究所内

(72)発明者　牧野　雅彦

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人　海上技術安全研究所内


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

